
不
法
投
棄
は

犯
罪
で
す
！

　

ご
み
の
減
量
に
取
り
組
ん
で

い
る
一
方
で
、
ま
ち
の
中
や
山

林
、
河
川
な
ど
へ
の
不
法
投
棄

が
目
に
つ
き
ま
す
。
不
法
投
棄

は
大
き
く
分
け
て
、
集
積
場
に

レ
ジ
袋
な
ど
で
ご
み
を
捨
て
る

場
合
と
、
空
地
や
山
林
、
河
川

な
ど
に
粗
大
ご
み
や
産
業
廃
棄

物
な
ど
を
捨
て
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　

市
で
は
、
こ
れ
ら
の
不
法
投

棄
対
策
の
た
め
パ
ト
ロ
ー
ル
、

６
月
は

「
環
境
月
間
」で
す

　

６
月
５
日
は
環
境
の
日
で
す
。

こ
れ
は
、
１
９
７
２
年
６
月
５

日
に
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
で
開
催

さ
れ
た
「
国
連
人
間
環
境
会
議
」

を
記
念
し
て
定
め
ら
れ
た
も
の

で
す
。

　

国
連
で
は
、
日
本
の
提
案
を

受
け
て
６
月
５
日
を
「
世
界
環

境
デ
ー
」
と
定
め
て
お
り
、
日

本
で
は
「
環
境
基
本
法
」（
平

成
５
年
）
が
「
環
境
の
日
」
を

定
め
て
い
ま
す
。

看
板
の
設
置
、
排
出
者
を
特
定

す
る
た
め
の
調
査
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
悪
質
な
も
の

は
警
察
と
連
携
し
て
処
置
を

と
っ
て
い
ま
す
。

野
焼
き
は

違
法
行
為
で
す
！

　

自
宅
の
敷
地
内
を
含
む
野
外

で
の
ご
み
の
焼
却
行
為
（
野
焼

き
）
は
違
法
行
為
で
す
。
一

部
の
例
外
を
除
き
、「
廃
棄
物

の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法

律
」
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

違
反
し
た
場
合
、
５
年
以
下
の

懲
役
も
し
く
は
１
０
０
０
万
円

（
法
人
は
３
億
円
）
以
下
の
罰

金
ま
た
は
こ
れ
ら
の
併
科
に
処

せ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
例
外
に

該
当
す
る
場
合
で
も
周
辺
環
境

へ
の
悪
影
響
が
認
め
ら
れ
る
と

き
に
は
直
接
指
導
に
伺
い
、
行

為
を
中
止
し
て
い
た
だ
く
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
ご
み
は
焼
却
せ

ず
、
き
ち
ん
と
分
別
し
て
ご
み

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
し
て
く
だ

さ
い
。

※
例
外
に
な
る
場
合

・  

廃
棄
物
処
理
法
の
基
準
に

従
っ
て
焼
却
炉
等
で
廃
棄
物

を
焼
却
す
る
場
合

・  

ど
ん
ど
焼
き
な
ど
社
会
慣
習

上
や
む
を
え
な
い
も
の

・  

焚
き
火
な
ど
の
周
辺
の
生
活

環
境
に
与
え
る
影
響
が
軽
微

な
も
の
な
ど

ご
み
に
関
す
る
研
修
会

を
実
施
し
ま
し
た
！

　

４
月
19
日
、
石
橋
公
民
館
に

お
い
て
石
橋
生
活
友
の
会
（
会

長
：
松
本
典
子
）
が
、
石
橋
地

区
で
新
し
く
分
別
の
始
ま
っ
た

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
に

つ
い
て
、
環
境
課
の
職
員
を
講

師
と
し
て
招
き
、
研
修
会
を
実

施
し
ま
し
た
。

不法投棄された廃材（五千石球場）
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